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「終末期医療の決定プロセスに関するガイドライン」
における手続きの流れ（イメージ図）

患者の意思が
確認できる場合

患者の意思が
確認できない場合

・患者と十分な話し合いを行う
・合意内容を文書にまとめておく
・病状の変化等に応じてその都度説明する

○患者の意思が推定できる
場合は尊重する
○患者の意思が推定できな
い場合は家族と十分に話し
合う 等

医療・ケアチームで
病態等のため決定が
困難な場合

家族の中で意見が
まとまらない場合等

・法律家、宗教家の複
数の専門家で構成
・治療方針等について

検討・助言を行う

○患者の意思決定を基本と
し、医療・ケアチームで検討 複数の専門家から
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